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置法･･････-･･･アルカ1)処置法 も同様であらう-.･･･-･･は仮令低濃度の硫酸を用払るとしても､ 不備である

事は季ほれない｡ 何等の前処置を加へる事なしに培萎する事が最 も安全であるが､さうする事の出来

ない材料に就ては､抵抗性の弱い形態を傷害する事なしに､両 も材料中に.iB,在する雑菌鋸壁けて培養

する新 しい方法の考案が要請せ られる｡
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結核菌検査に於ける染色陰性､培養陽性或は

染色陽性､培養陰性例の考察

植 田 郎

(本考桑の要 旨は 日本臨淋粁核10番2号36f1-に発表 した｡)

非抗酸性､ 易染性乃至易染性の形態を結核菌の発育形とし､抗酸性にのみ染色せられる野態をその～

変性形とする見方か らすれば､表題の如き綜核菌検査上の旗問にもよく解答が輿-られる｡

結核菌に及ぼすス トレプトマイシン影響∴特に

その易染性形の変化に就て
i

兇 玉 村

(本稿の要 旨は椅 按東学 命近畿地方 倉に於て述べた｡翻象形夕挿 し学難詰に発表の予定であるO)

洗浄捜懐中の結核菌がストレプ Ttマイシンの作用匿依って如何なる影響を蒙るか､ 主 としてその形

態及び染色性の変化を迫求した｡

(1)Slideculturemethodを用払て､結核菌を塗抹した裁物椅子をキルヒナ-培養基中に浸して

4日間培養 して後､ストレプ トマイシン (830-3300γ)を含有する同培養基に移 して6日間培養 したo

チ ー ル ･-イヂン-イン染色法 (摘周)で染色するに､ 易染性形中の易敵性物質は2乃至4偶の大

小不同のある畢粒 と成ってa'':ぴ､時には王額粒以外の部分は淡 く赤染するものもあるO

(2)被覆硝子培養法を利用して､上記同様6日間培養した場合 (ス下レプ 下マイシン210-3300γ)

.も亦略Jk渠頁似した所見を得たo

(3)スftレプ 下マイシン治辞を続けた患者の流津膿憐中の易染性形も赤､ 略々上記同様の形態染

色性の変化を起したo

即ちストレプ トマイシンの影響によって､結核菌の抗酸性の形には殆んどその形､染色性に変化を

見ないが､易染性の形は顕著な影響を蒙 り､易数性物質は急ぎ凝縮 して顛粒状と成るo 此様な期粒は

時 日の経過 とともに抗酸性の願粒に変化した｡ 此様な時期の菌は卵培萎基に移植 しても､も早発育 し

なかった｡ 此事は他の画から見れば､易染性物質を持った形態こそ結核菌の発育形であるとする考へ

方を裏書きするものとも見られるQ


